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概要 

（100～150 字程度） 

本共同研究では、担癌生体モデルおよび in vitro 培養評価系を活

用し、IL-6 関連マイクロ RNA を介した癌微小環境における癌性炎

症や免疫逃避機構を解明した。本マイクロ RNA は大腸癌の転移制

御や副反応予測のバイオマーカーとして有望で、大腸癌領域にお

ける新規分子標的治療の開発に寄与する可能性が示された。 

研究目的 

（300 字程度） 

近年、癌患者の予後は改善しているが、依然として主要な死亡原

因の一つであり、新たな予防・治療戦略の確立が求められている。

本共同研究では、感染や癌性炎症、腫瘍微小環境で誘導される IL-

6 に着目し、IL-6-STAT3 シグナルを軸に、癌微小環境でのサイト

カインストームの制御による癌治療効果に関する検討を行う。本

研究により、感染症の重症化・慢性化や、癌細胞の転移能獲得な

どの悪性化、さらに抗腫瘍免疫の制御に関わる責任因子の同定を

目指すとともに、発癌予防およびより効果的な癌治療法の開発に

資する科学的エビデンスの蓄積を行う。 

研究内容・成果 本共同研究では、これまで申請者が見出した IL-6 関連マイクロ

 



（1000 字程度・Web 会議の回数

も記載） 

RNA を強制発現させたヒト大腸癌細胞株を作製し、in vitro 細胞培

養系にて、細胞増殖や遊走能を評価するとともに、癌の悪性化に

関連する各種因子の遺伝子発現を解析した結果、特に転移能獲得

に関連する因子が有意に亢進していることが明らかとなった。 

さらに免疫不全マウスに当該マイクロ RNA を強制発現させた大

腸癌細胞を皮内移植および脾臓内移植する大腸癌原発腫瘍モデル

および転移性肝がんモデルを作成し、生体内での腫瘍形成能およ

び転移形成能を確認したところ、コントロール細胞株に比べ、当

該マイクロ RNA を過剰発現している細胞株で、有意に腫瘍形成

と肝臓組織での転移巣形成が増加することを確認した。 

さらに、各種公共データベースおよび貴研究所分子神経免疫学

分野が保有する IL-6 アンプデータベースを活用し、IL-6 関連マイ

クロ RNA および前述の実験で得られた遺伝子発現プロファイル

を基に、抗腫瘍免疫応答に関する免疫シグネチャー解析および

GSEA を行った。その結果、IL-6-STAT3 シグナルおよび EMT 関

連因子のエンリッチメントを見出した。 

特に有望な因子については、公共データベースを活用し、癌患

者の生命予後と関連づけを行い、感染によるサイトカインストー

ムの防止、癌の早期診断を可能とする新たなバイオマーカーとし

ての有用性、および癌治療に資する新たな分子標的薬としての可

能性を確認した。 

 

本共同研究の成果と今後の展開について、2027 年 3 月 17 日に

遺伝子病制御研究所内にて村上教授および研究室スタッフと意見

交換を行い、引き続き、共同研究を推進することとした。 
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